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ＦＤ研究検討委員会勉強会　　６／３０ 

　　は　じ　め　に	


京都大学高等教育研究開発推進センター	


　　　　　　　　　　　　　　　　　田中毎実	


勉強会のプログラム	


  はじめに（１０分）　　　　　　　　　　委員長 

  話題提供（各２０分） 
　　「京都大学学生学習調査」に向けて　　溝上慎一 
　　「新任教員研修」　　　　　　　　　　　　　　松下佳代、田口真奈 

  討論（一部局３分以内）　 
　　　話題提供を手がかりにして、ご意見などを、各部局順番
にご発言いただきますので、ご準備ください。 

　　　　　　５時３０分までには終了予定です　 
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　“FD義務化”とは？	


  大学院設置基準 （2006.3改正、2007.4施行）	

  (教育内容等の改善のための組織的な研修等) 「第十四条の
三　大学院は、当該大学院の授業及び研究指導の内容及び
方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施する
ものとする。」	


  大学設置基準 （2007.7改正、2008.4施行）	

  (教育内容等の改善のための組織的な研修等) 「第二十五条
の三　大学は、当該大学の授業の内容及び方法の改善を図
るための組織的な研修及び研究を実施するものとする。」	


＊FDの定義（文科省）	

　　「教員が授業内容・方法を改善し、向上させるための組織的な
取組の総称」　	


ＦＤの三つのレベル	


  「授業改善」のみに制約されたＦＤの定義は、文科省自身が、
　「狭い」と述べている。 

ＦＤの三つのレベル 
　　・日常的な授業改善のレベル 
　　・カリキュラム改善のレベル（経済学研究科の例） 
　　・教育組織改善のレベル（理学研究科の担任制の例） 

ＦＤとは、この三つのレベルの改善を通して、フ
ァカルティがファカルティへと成長していく
過程。 
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京都大学におけるＦＤシステム	


ＦＤ研究検討委員会 
情報の共有化・意識の共同化・全学的支援	


Ａ．教育経験別教育研修	


ベテラン教員	


中堅教員	


新任教員	


プレFD 
（院生研修、文学部プレFD）	


Ｂ．教育相談窓口	

Ｃ．教育・学習実態調査	


教育調査	


自学自習実態調査	


Ｆ．ＦＤに関する広報	

赤字：2010年度実施	
  
青字：未着手	


Ｄ１．全学のＦＤ支援	
 Ｄ２．各研究科のＦＤ支援	


勉強会	


日常的教育実
践・教育改善 
（FDの実質化）	


Ｅ．ＦＤ委員会支援	


高等教育研究開発推進セン
ター	


必要な他との連携	


入試の在り方、カリキュラム
の統一的検討、理念の検討 

教育業績評価と 
報奨システムの構築	


次回・勉強会での各部局の発表	


１）各部局のＦＤの状況と課題 
２）各部局から全学に提供可能と思われる知
見など 
３）各部局が期待する全学からの支援 

　　　各部局１０分程度で、まとめていただきたい	
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